
部 活 動 報 告

▽第 55 回全国高等学校レスリング選抜大会（新潟）3/29

○９６ｋｇ級 優勝 農業科学科３年 近藤千加良 君

▽第 31 回全国高等学校ライフル射撃競技選抜大会（大阪）3/27

○女子ﾋﾞｰﾑﾗｲﾌﾙ立射 40 発競技 第５位
園芸科学科３年 水川 愛 さん

○男子ﾋﾞｰﾑﾗｲﾌﾙ立射 60 発競技 第１２位
農業土木科２年 水内 文哉 君
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平成24年 4月 25日

◆インターンシップ（就業体験）で

頑張る生徒たち ◆

春の長期休業を活用して、生徒たちは

様々な場所でインターンシップ(就業体験)

に取り組みました。

畜産科学科では、２年生がペッ

トショップ、動物病院で学科の専

門性を生かした実習に汗を流しま

した。

この体験は将来の進路決定の大

きな材料になります。憧れの仕事

に就くにはどうすればいいのか、

実際の仕事内容はどうなのか、長

期間の実習期間を通して生徒たち

は様々なことを学びました。
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４月の行事
22(日)同窓会総会
25(水)創立記念日
３年内科検診

26(木)１年生集団研修
（閑谷学校）

28(土)春のふれあい市
第 1回 PTA 役員会

・評議員会

５月の行事
2(水)生徒会・農業クラブ

・家庭クラブ総会
8(火)4/28 の振替休業日
9(水)１年内科検診
10(木)京山中との交流
14(月)１年生交通安全教室
16(水)尿検査２次
２年内科検診

17(木)尿検査２次
19(土)ＰＴＡ総会
３年進路説明会

20(日)測量士補試験
24(木)中間考査～ 29(火)
29(火)生徒対象救命救急講習会
30(水)5/19 の振替休業日
31(木)歯科検診
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１０１％のドラマティック

校長 石 田 正 人

先日、本屋で手にとった本の中の「１０１％のドラマ
ティック」という文章がふと目にとまりました。著者は
平野秀典という方で、その文章には、一日一日の小さい
ことの積み重ねがやがて大きな成果を生むと書いてあり
ました。そこには、マザー・テレサの「わたしたちは大
きなことはできません。ただ、小さなことを大きな愛で
するだけです。」とイチローの「ちいさいことをかさね
ることが、とんでもないところに行くただひとつの道。」
の二つの言葉も紹介されていました。
さて、平野氏の記述を続けると、例えば毎日１％ずつ
努力を積み重ねていき、それを複利（正確には指数関数）
で計算すると、その力は３日後で１.０３倍、１ヶ月後で
１.３５倍、６ヶ月後では６倍、１年後は３８倍、３年
後には何と５万４０００倍、５年後には７７００万倍、
１０年後には５９００兆倍となるというのです。つまり、
いま、ある日に発揮できる力を１とします。この日から
一日経つごとに、前日の１％増しの力を発揮すると仮定
します。すると、ある日から１日後に発揮する力は、１
×１.０１＝１.０１であり、２日後に発揮する力は１×
１.０１×１.０１＝１.０１２ [＝１.０２０１]となりま
す。 このように続けていくと、X 日後に発揮する力を
１.０１ X と表すことができます。
そこで、実際に３年（１０９５日）後に発揮できる力
を計算すると、１.０１１０９５＝５３９３９．１７４０５
≒５３９３９となるのです。今、本校には、そのような
努力とそのような成果が毎日生まれているような気がし
てなりません。


